



















して　Bresnahan (1981), Perry (1982), Kamien and Schwarz (1983)によ
って,推測と反応が一致するコンシステントな推測的変化(consistent conjec-
tural variation)およびそのもとでの均衡の存在が考察されるようになった。























同一財を生産する二つの企業 1， 2が存在し， それらの t期の産出量をXt，
Ytとする。また価格ρに対して tWJの線型需要関数をt=α-b(xt+Yt) (α> 
0， b> 0) とし，企業 1の t期の利潤π1(X t， Yt) を
π1 (X t， Y t) = X t (α-b(Xt十Yt )) 
と表わすことにする。企業 1の目的は














{X t} ;: 1 = i L .. ~ 1 































定義 CjEC - 1， 1 J i= 1， 2およひ‘αEC0， 1) に対して
a(1 +αC 1a( 1十αC2)
， y= 






Xt + 1 (σt) =x十C1 (Yt-Y)， Yt+1 (IJt) =Y十C2(X t -x) 
ここで、σt- (X1， Y1， X2， Y2， ......Xt， Yt)百 (IxDtであり， これは両企業・
の第 1期から第 t}閉まで、の生産量の流れを表わす。ただしすべての tに対し







(1)/t< 0のJ見合。 (1j) CI>O， C2>0とする(CI= 0のj見合は明らかて・あるので以下で
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てXtE [0， KJであるとする。戦略(1)は次のように解釈することができるo





Y(t+ 1) -C2X(t) =Y-C2X 
(2) 
だだしX t=X(t)である。 (2)を解くにはClC2 > 0とCIC2く Oの二つのケース
は CIキ 0，C2キ Oとする)。このときの連立差分方程式(2)の解は本文で後に示されるよう
に， (3)， (4)で、表わされる。そこで(3)，(4)の組み合わせ解て、ある(7)によって証明しよう。 t
1+ 1 t+ 1 
を奇数とする。 ρ<0は，ある tに対してY+C2(Xt -X) =y+ 2AcI2 C22 < 0を立味する。
1+ 1 1+ 1 十 1 t + 1 
A>Oならば，y， C 12 ， C22 > 0より ，y+2AcI2C22 >0となり矛盾。またA>Oなら
t + 1 t + 2 
ば，0>y+2AcI2 C22 >y+2Ac2=YIとなり， YI > 0であることに矛盾。 tが偶数の
揚合は(8)により，上と同様に証明される。 (Iii)CI>O， C2<0あるいはCI<O，C2>0 
の場合の連立方程式の解は(5)，(6)で与えられる。そこで(5)と(6)の組み合わせの解である(11)
によって示そう。 CI>O，C2<0とし， t (ミ 3)を奇数とする。 Y+C2(X t十X)=y+C' 
t + 1 ー 1 t 1 ・一一一一一一一
cザFFZ:であるから，C'> 0， C2 2 < 0ならば， 0 >y+C' C了2C22土J三IC2> 
y+CCIC2 J-CIC2 =Y3となり， Y3> 0であることに矛盾する。また tが偶数の場合も(1枕
用いて証明される。 (Iiii)cI<O，C2>0の場合も(1 iv) C 1 < 0， C 2 < 0場合も結局(1 
i )， (1 i )に帰着される。よってρ=Y+C2(X t -x) < 0となるケースはないことが示され
fこ。
つぎに(II)ρ=Y+C2 (Xt -x) >Kとなる場合を考えよう。 (IIi)CI>O， C2>0とし，
t (孟 3)を奇数としよう。また差分方程式解(7)を用いよう。 A>Oならば，K<Y+C2 (xt 
1+ 1 1+ 1 
-x)=y+2AcI2 C22 ~y+2Ac2=YI となり ， YI<Kであることに反する。 A<Oならば，
1+ 1 
y>Kとなり矛盾。 (IIi) CI.~ 0， C2 < 0の場合。 A< 0， C22 < 0ならば，上と同様
1+ 1 1+ 1 1+ 1 
y>Kとなり矛盾。 A< 0， C22 < 0ならば，K<y+ 2AcI2 C22豆y+2Ac2=YIとなり，
YIE (0， KJに反する。(Iii) C 1 < 0， C 2 > 0の場合も (IIii)CI<O， C2<0の場合も
( Ii )および(I i )に帰着される。 tが偶数の場合七全く同様にして示すことができる。
よってρ=Y+C2 (Xt -X) >Kとなるケースはない。
以上(1)， (II) よりg(ρ)=ρの場合しか成立しないことが示された。この結果 Kalai





(t + 1 1 一




( I :+l)一 土一X(t) =ーA{(CIC2) 2 "  ~+(- (clC2) 2)' ~} +x 
(，.2 
Y(t)=A{(clC2) 2 十(一 (CIC2)2) t+l}+y 
(4) 
となる。ただしAは任意定数で、ある。
Cl>O， C2く OあるいはCIく 0，C2> 0の場合の連立差分方程式(2)の解
+ih 「t)=7(戸市一)十C'(戸市川川
Y(t) =ァ {C(戸日;-)tー lcos(90(t+1)) +C' (戸市;-)t十 l
ι1 







(じX厄別川ル一(付ωト一tめド一一)片円一=引4 {ω似c(F円何何吊司司E訂石市叩J戸市司司正ι叩白;-)刀)ア一)t+ 1 COS (什一で!
ι2 























































y(t) = 2Acl 2C2 2 +y 






X(l)= 2Acl +X=Xl 









































































































x-G(1  +αC 1 ) 
一
bC( 2 +αcd (2 +αC2) - 1 J 
x1 =xEI 
xt +1(σ t) =x十C1(Yt-y)， 
y-G(1  +αC2) 
一
bC( 2 +αcd (2 +αC2) - 1 J 
Y1 =yEI 
一_(1功
Yt十 1(σt)=Y+C2(X t -x) 









4 )ここで注意しなければならないことは，A， C， C'は(3)，(4)， (5)， (6)においては任立定
数であるけれども， i2ItHl'ltの流れはすべての tに対して (Xt，Yt )E[2という制約があるた
め，実際にはかなりの制約を受けるということである。すなわちここで考察の対宗となる




HN(X) =Xl (α-b(Xl +y)) + 1: αtー lXt(α-b(Xt +Y+C2 (Xt一1-X))) 
とすれば， (14)の最大化問題は結局XE!'∞に対してH∞(X)ミH∞(X)を示すこ
とに帰着される。そこで





てのはt-1， X t) E[2に対して IX t (α-b (X t +Y+C2 (X tー 1-X))) 1;豆mとな
るmが存在することは明らかである。そこで、ν~N1 ならばm 1: αtー l豆0/8
となるN1，およひ、ν ミ~N2 ならば， すべてのん E[に対して，ゲbC2XXレ三 0/8
となるN2を選び，N=max{N1， N2}としよう。そのときνミNに対して
IH，∞(X) -H，ν(X) I = I 1:a t X t十tCα-b(xt十 1+Y+C2(Xt-X)))I 
=五m1:αtXt + 1 二至。/8
IH.∞(X) -H，ν(X) I ;お/8
I H~(X)-H，ν (X) I =αNbc2XXN~お/8
|花(X)-H，ν(X) I =αNbc2XXN~0/ 8 
となる。 これらより
。/4ミ IH.∞(X)-H，ν(X) I + I H~(X)-H，パX) I
ミ IH.∞(X)ー瓦(X)I 
。/4ミ IH.∞(X)-H，ν(X) 1+1瓦 (X)-瓦 (X)I 
ミ IH.∞(X)一花(X)I 
を得る。 さらにこの二式より
。/2ミ IH.∞(X)一氏(X)1+ I H，∞(X) -H，ν(X) 
ミ|瓦(X)+0一花(X)I 
が導かれる。 もしこのようなνに対してHν(X)ミH(X)ならば，仮定H∞(X)




一τ:了一一=-2bxl +α-by-αbC2X2 = 0 
a;q 
aH"(X) ーづFア=-2bxt +α-by一αbc山+1 - bC2 (x tー 1-X) = 0 
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t= 2， ・・・， ν-1 (15) 
。Hν(X) 一一 一
一五ア=-2bxν+α-by-αbC2X-bc2 (丸一 1-X) = 0 
である。 y=α(1+αc2)/b(( 2 +αcd( 2 +αC2)-1 Jとすれば，計算によっ








-2α2b -α3 bC2 
。
一α，-2 bC2一2α，-2 bーゲ 1bC2 
一α，-1 bC2 -2ゲー 1b 
となる。行列の性質より ，t= 1， ・・・・・・，川こ対して，
2 C2 。 。
αC2 2 C2 
1Ft I =( -1川|。 αC2 2 C2 
。 αC2 2 C2 
0αC2 2 
が得られる。だだしB=(-b)(一αb)・・・・・・(一αt-1 b) =α 2 b 
である。そこで、Ftについて
1Ft Iく O




が成り立てば，Ft は負定値符号行列となり ，F，ν(X)がXl=X2 =・・・ =ι=X
68 
において最大となる。同は次のように帰納法で示される。 IF1 1=-2， 
I F2 I = 4 -αd> 00 tが 3以上の任意の奇数で 1Ft-2 Iく 0，
I Ft-1 1> 0とする。そのとき IFt I / (-1) t B = I Ft Iとおけば，
1Ft -2 Iく 0， IFt-11 >0となり，さらに
2 C2 0 
αC2 2 C2 0 
2 C2 0 
αC2 2.C2 
IFtl =(-1)21-1C2 十(-1) 2 t -22 
0αC2  ~ C2 
0αC2 
2αC2 2 C2 
αC2 2 
=2IF¥-11一αdI Ft-2 I > 2 1Ftー 1I -1Ft -2 I > 1Ft -1 I > 0 
となる。よって 1Ft Iく O. tが偶数の場合も同様にして証明される。
一意性は次のように証明することができる。
G(x， y， x， y) =x(α-b(x+y)) +L  αtー lX(α-b(x十Y+C2(x-x))) 
=2 0カ
I(x， y， x， y) =y(α-b(y+x))+22α t -ly(α-b(y+X+Cl (y-y))) 
とおこう。そのとき Nash均衡戦略は aG/批=0， aI/ay= 0をみたす(x，
y)である。
これは
。G I _ ~ T aI I 




































aI(x， y，ゑ3) I 
勺 ay y=y 
=0 (19) 
をみたす。仰のGおよひ山主xとyに関して線型であるから， (1司のGx，Iyもx，










引率αTを年間利子率 rに対してαT=αμ=( 1 +r)干とする。また需要曲線
TTを年間需要曲線T=α-b (X+ y)に対して， ρT(X+Y)=ρ(T(x+y) ) 
=α-bT(x+y)と表わすことにする。ここでT-t(t=0， 1， T-1) 
回目の需要量五T-tは，需要曲線、TT-t-における需要量XT-tからρT-t-lにお
ける需要量XT-tー lをヲI¥，、たものとして，すなわちん t=XT-t -XTー tー l
として表わされることに注意しよう。 3T-tについても同様である。これら









Xl =XT= bT[( 2 +αTCl) (2 +αTC2) -1 J 
。
5) Tが大きくなく，年間の生産はT回に分けて行わなければならないような生産期間あ
























bTC (2 +αTcd (2 +αTCZ) - 1 J 





2回目以後の最大利潤は制のように表わされる。ここで、πT-t + 1 (t = 1 ， 
2，…… T) はt+1回目の利潤を表わす。また7rT-t+1は需要曲線が
ρ=α-(αT/tK)Zで、ある場合の最大利潤を表わし，




























ての SESとあるc>0に対して， IG(s)-H(s) I豆Eであるならば，




sup I G(s) -H(s) Iミ IsupG(s) -supH(s) I 




E ミ~sup I H(s) -G (s) Iミ IsupG (s) -suPH(s) I 





そこで，任意の初期値 (X，y) E [ 0， KJ 2に対して，ある T。が存在
して，TミT。ならば，戦略の組
Xl =X， Yl =y Cz2) 
X t + 1 (σt) =XT+Cl (Yt -YT)， Yt十 1 (σt) =YT+C2 (Xt -XT) 
によって得られる利潤は，T回小ゲームの Nash均衡戦略による利潤のE内
にあることを示そう。いま，企業 1の産出量の流れx=(Xl， X2， ・・・・・・)ε
[0， K/n∞とし，企業 2が初期産出量をYT，それ以後の産出量Yt十 1を
Y t + 1 (X t) = YT十C2 (Xt -XT) 
である戦略をとるとし、う仮定のもとで，企業 1が戦略Xをとったときの利潤
をH(X)とする。そのとき，X 1， YT， yE [ 0 ，α/b7つで、あることより，
I G(X) -H(X) I = I Xl -bTcY-YT) I豆α2/bT ω
となることがわかる。さらに，両企業が似に示される戦略をとったとき，企
業 1が獲得する利潤をHとすると











suPG(x) =XT (α-bT(XT+YT)) +αXT (α-bT(XT+YT)) +・・
であるから帥のHの第i(i=l， 2， ......)項からsupG(X)の第 i項をさし
ヲI¥，、た値の絶対値をJjと定義する。まず
Jl = 1え=(α-bT(主+Y)-XT α-bT(XT+YT)) 1 
=1α(え-XT) -bT{ (X2_X子)+ (XY+XTYT)} 
となる oX，X2，Y，YTECO，α/bTJより，え-XT豆α/bT，五2一弘
三 (α/bT)2， XY-XTYT豆 (α/bT)2，およびα/b>1を合わせて考えれば，
十分大きなTに対して
1α1α1α ， ~ 1 /3α2 
Jl三三一(ー)十一+(ー) +ー(一) くー(Vh~ ) = T 'b/ ' T ' 'b 2/ 'T 'b 2/ = T' b 
また
J2= 1αTX2 {α-bT(X2 +YT+C2 (え-XT))}一αTXT(α-bT(XT+YT))
=1ー αTCIC2bTxT(X-XT)一αTCIC2bTxTcY-YT)十αTC1 C 2 a (X -X T ) 
十αTCIC2bT(X-XT)XT+αTddbT(主-XT)2ー αTClC2 bT(x-XT) 
YT一αddbT(x-XT) cY-YT) 1 





1 -， 7a2 





i= 1， 2， 
1 H-supG(X) 1 ;訂1+J2+…… 
74 
1 7a2 ，. ， 
<ーーヲ一(1 +αTC十 (αTC)2十・・= T  b 
<17G22 
= T b2 Iニl
一、 17 a2 

















まる。 よって戦略x= (X 1， X 2， . • " " )はX1によって決まるため，戦略の
選択範囲がきわめて限られたものになっているということができる。第2は
推測的変化についてである。 Xt(σt ) =X+Cl (Yt -y)は企業 1の戦略であ
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